　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第２３回日本疾患モデル学会総会賛助金募集のお願い
拝啓　
　貴社におかれましてはますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
さて、第２３回日本疾患モデル学会総会が、平成１８年１１月３０（木）〜１２月１日（金）の２日間にわたり群馬県伊香保にて開催されることになり、現在、鋭意その準備を進めているところです。今回は、「がん研究における疾患モデル研究」を主題として、「疾患モデルからヒト発がんの本態解明へ」、「画像イメージング〜細胞から個体へ〜」、「病態解明から危険因子の評価及び創薬まで」といったテーマを取り上げたいと考えています。

　日本疾患モデル学会は我が国おける唯一の疾患モデル動物を対象とした学会として、基礎および臨床医学、実験動物学など幅広い分野に貢献しています。学会での研究発表、会員同士の交流、情報交換により得られた成果は、広く様々な分野に有意義に還元されているものと確信しております。このように本学会が発展し、わが国の医学、生物学研究にとって欠くことのできない存在となり得たのも、皆様方の当学会の活動への深いご理解と多大なご援助ご協力の賜物と深く感謝申し上げます。
　本学会は、２年連続して伊香保温泉で開催することになりました。また、参加者が同一施設に宿泊することにより、より密度の濃い討議が可能となるようにとの考えのもとに企画されております。本学会が、我が国の医学・生物学の最先端を担える学会としてさらに発展するよう、今後も一層努力する所存でおります。

総会の運営は、その費用を学会費及び総会参加費で負担するのが当然でありますが、より実り多い情報交換の場として総会を成功させるためには、学会費、総会参加費のみで負担することが極めて困難な状況にあり、広く協賛金を募ることに致しました。つきましては、本学会総会の目的と意義にご賛同いただき、賛助金募集にご協力頂きたくここにお願い申しあげる次第です。昨今の厳しい経済状況のおり誠に恐縮に存じますが、本学会総会が多大な成果をあげるため、ご支援を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

尚、平成１８年１０月に発行が予定されている「第２３回総会要旨集（日本疾患モデル学会記録）」への広告の掲載につきましても、併せてご協力の程、何卒宜しくお願い申し上げます。
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